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本のチカラ　図書館の魅力

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

凸
でこ

凹
ぼこ

ぼし
ものがたり
あんびる　やすこ
作・絵

（ひさかたチャイ
ルド）

ランドセルは
海を越えて
内堀　タケシ
写真・文

（ポプラ社）

小説言の葉の
庭

新海　誠　著

（KADOKAWA）

　凸凸国と凹凹国という２つの
国があり、２つの国の人は、手
の形が違うというだけで、お互
い悪口を言って暮らしていて…。
互いを認め合い、補い、助け合
うことの大切さを描く絵本

　わたしたちのランドセル
は、もう一度生き返る。６年
間の思い出が詰まったランド
セルを、アフガニスタンの子
どもたちに贈る運動を紹介し
た写真絵本

　トワイライトエクスプレス、
カシオペア、北斗星…。役立つ
乗車＆車内ガイド、詳細ルート
マップで、各寝台列車の旅を徹
底解説。夜行列車＆夜汽車図鑑、
旅に出る前の知恵袋Q＆ Aも収
録

　雨の朝、静かな庭で出会った
ふたりは、迷いながらも前に進
もうとする。雨と緑に彩られた
一夏を描く同名劇場アニメー
ションを、描かれなかった人物
やドラマを織り込み、監督自ら
小説化

今
月
の
お
す
す
め
本

今こそ乗りた
い寝台列車の
旅

（ＪＴＢパ ブリッシ
ング）

｢

文
化
薩
摩
川
内｣

第
10
号
を
販
売
し
て
い
ま
す

　
本
市
の
文
化
活
動
を
紹
介
し
、
郷
土
の
文
芸
・

文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
郷
土
文
芸
誌｢

文
化

薩
摩
川
内｣

第
10
号
を
発
刊
し
ま
し
た
。
本
市
出

身
者
の
特
別
寄
稿
の
他
、
投
稿
い
た
だ
い
た
俳
句

や
短
歌
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
特
別
寄
稿
＝

・「
ボ
ケ
な
い
人
10
カ
条
と
私
の
実
践
及
び
私
の     

　

好
き
な
言
葉
と
そ
の
応
用
」

　

元 

鹿
兒
島
魚
市
株
式
会
社
社
長

　
　
　
　
　
　
　

                   　

久く

保ぼ　

信の
ぶ

行ゆ
き

氏

・「
薩
摩
狂
句
に
生
き
る
」

　

鹿
児
島
県
薩
摩
狂
句
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

               　

有あ
り

馬ま　

武む

藏さ
し

氏

▼
掲
載
作
品
＝

　
　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳･

さ
つ
ま
狂
句
・
随
筆
・

　

詩
・
本
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

　

な
ど

【
販
売
価
格
】＝
５
０
０
円

【
販
売
時
間
】＝
８
時
45
分
～
17
時
15
分

（
土･

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

【
販
売
・
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

　
（
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５
４
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毎
月
23
日
は
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日｣

    

県
内
の
図
書
館
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
の
楽
し
み
を
知

り
、
読
書
習
慣
が
身

に
付
く
よ
う
、｢

毎
月

23
日
は
子
ど
も
と
い  

っ
し
ょ
に
読
書
の
日｣

と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
身
近
な
場

所
に
本
を
置
き
、
大
人
も
子
ど
も
も
本
に
親
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
前
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
、
県

内
の
小
・
中
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
巡

回
展
示
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
小
・

中
学
生
の
作
品
も
あ
り
ま
す
。
表
現
力
豊
か
な
作

品
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
展
示
場
所
】＝
中
央
図
書
館

【
展
示
期
間
】＝
５
月
18
日（
月
）～
５
月
24
日（
日
）

｢

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
wワ

i イ
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Pポ
Oッ
Tト｣

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す

　

中
央
図
書
館
・

中
央
公
民
館
に
も
、

公
共
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト（
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ

ト
）が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

お
持
ち
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末（
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応
機
器
）を
用
い
て
、
無
料
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
、
来
館
者
の
方
々
に
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、｢

薩
摩
川
内
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利

用
規
約｣

を
確
認
い
た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
源
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

大
人
気
！！｢

大
型
絵
本｣

　

保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
や
地
域
で
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
を
読

ん
で
あ
げ
る
と
き
、

通
常
の
絵
本
よ
り
も
大
き
く
、
広
い
場
所
で
の

読
み
聞
か
せ
に
ピ
ッ
タ
リ
な「
大
型
絵
本
」が
人

気
で
す
。
遠
く
か
ら
で
も
絵
が
は
っ
き
り
見
え

る
の
で
、
集
中
力
も
高
ま
り
、
物
語
や
絵
の
魅

力
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
深
く
味
わ
え
ま
す
。
大

人
も
楽
し
め
る
大
型
絵
本
も
あ
り
ま
す
。
福
祉

施
設
や
集
会
な
ど
で
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
利
用
方
法
】＝
大
型
絵
本
な
ど
の
貸
し
出
し

は
、
利
用
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ（
３
名
ま
で
）を
登

録
さ
れ
る
と
、
貸
出
時
に
必
要
な
貸
出
登
録
証

を
発
行
し
ま
す
。
事
前
に
、
中
央
図
書
館
ま
た

は
お
近
く
の
分
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
代
表
の
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
冊
数
】＝
中
央
図
書
館
と
各
分
館
を
合

わ
せ
て
、
１
グ
ル
ー
プ
５
冊
ま
で
、
14
日
間
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

薩
摩
川
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
図
書
の
ご

紹
介

　

薩
摩
川
内
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
毎

年
、
図
書
購
入
費
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
図
書
の

充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
春
は
、
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
購

入
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
、
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

絵 本 児 童 書 一 般 書 祁答院分館から

　4月１０日（金）、藺牟田麓地区で｢田の神
戻し｣が行われました。顔を黒く塗り、田の
神の分身に扮した青年たちが、子孫繁栄や
五穀豊穣を願い、法

ほ

螺
ら

や鉦
かね

の音に合わせて、
地域内の田んぼや藺牟田池湖畔などで踊り
を奉納しました。また、無病息災を祈り、
ヘグロ（煤

すす

）を見物人にも塗って回りました。

　この度、国際交流員とし
ての任期を終え、帰国する
ことになりました。温かい
人たちに囲まれながら、語
学講座・学校訪問・料理教

室など、薩摩川内市の皆さんと多くの交流がで
きました。帰国しても薩摩川内市でのさまざま
な体験を忘れず、今後の仕事や人生に生かした
いです。1年間、大変お世話になりました。

　二イハオ。薩摩川内市の
友好都市である常

じょう

熟
じゅく

市か
ら来ました朱喜芳です。生
まれも育ちも常熟市で、常
熟理工学院で日本語の講師

として働いています。この度、第 11代国際交
流員として仕事をさせていただくことになり、
誠に光栄です。自分の身に付けた語学力を存
分に発揮し、両市の交流などに役立てられる
よう、努力したいと思います。そして、任期
中は、たくさんの日本語を学ぶとともに、き
れいな空気、美しい景色、人情などを見て感
じて、帰国したら学生に教えたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

国
際
交
流
員
が
交
代
し
ま
す

子
孫
繁
栄
・
五
穀
豊
穣
・

無
病
息
災｢

田
の
神
戻
し｣

ま
ち
話
題

の

市
内
各
地
か
らた

く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が

　

青
空
の
川
を
泳
い
で
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
小
路
町
）

平成 27 年 4 月 7 日撮影

　４月４日（土）、入来温泉湯之山館がオー
プンしました。これは、温泉場土地区画整
理事業により、アゼロ湯と柴垣湯公衆浴場
を移転・統合し、新たに整備したものです。
　館内には、両温泉の泉質を楽しめる浴槽
や、貸切浴室を備えています。今後も、地
域に密着した身近な公衆浴場として、市内
外から多くの方々が来館されることが期待
されます。

入
来
温
泉
湯
之
山
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　４月６日（月）、黒木小学校で入学式があ
り、唯一の新入生である竹

たけ

下
した

孝
こう

諒
りょう

くんを、
在校生（児童 30人）や地域住民が盛大に歓迎
しました。今年は新入生が１人となったた
め、同校が地域住民に入学式への参加を呼
び掛けました。温かく祝福され、孝諒くん
ははにかんだ笑顔を見せていました。

黒
木
小
学
校

新
入
生
を
盛
大
に
歓
迎

祁答院

祁答院

入来

お世話になりました
　　　　　　　徐

じょ

　悦
えつ

はじめまして　　　
　　　　　　　朱

しゅ

 喜
き

芳
ほう

まちの話題


